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　私はよくアナウンサーと間違えられますが、アナウンサーではありません。日本テレビに入社して以来、報道
局というところに所属して仕事をしています。
　テレビ局には、皆さんがご覧になる番組を制作している部門と、人事、総務や営業など普通の会社と同様の仕
事をする部門があります。番組を制作している部門を私たちは「現場の仕事」と呼んでいます。その「現場の仕
事」のひとつである報道局は朝、昼、晩、夜の定時ニュースをはじめ、大事件や大事故が発生した時など放送さ
れる報道特別番組の制作を担当しています。
　ニュースや報道特番を画面を通じて視聴者に伝える役目がキャスターです。キャスターには様々な分野の仕事
をしている方達がいます。（でもまだ、お医者さん出身のキャスターにはお目にかかったことはないような気がし
ます。）テレビ局の社員という身分のキャスターも勿論いて、やっているのは私のような報道局員か、あるいは
アナウンサーのどちらかです。
　ここでやっと本題。報道局員のキャスターとアナウンサーのキャスターの違いは何なのでしょうか。報道局員
のキャスターはニュースあるいは報道番組を担当するだけですが、アナウンサーはニュースをはじめ、バラエ
ティーやクイズ、情報番組、スポーツ中継など基本的にあらゆる番組を受け持つのが役割になっています。これ
で私がアナウンサーでないと申し上げたことがお分かりいただけたと思います。
　このように内部でははっきり分かっていても、外部の人からみればよく分からない、知らないということが意
外に多いのではないでしょうか。例えば私たちが医療をめぐるニュースを伝える時そんな問題を感じます。日々
流れるニュースの中に「医療ミス」という言葉が頻繁に登場しますね。「また医療ミスです」という出だしで始ま
ります。そんなニュースがあったある時、親しくしていただいているお医者様から「あれは医療ミスとは言わな
い」とご指摘を受けたことがありました。医療のニュースというのは人の命がかかっていることもあるので、私
たちは極力慎重に伝える努力をしているつもりです。しかし医療ミスかそうでないか、その境界を医師の立場か
らなら判断できても、私たちにとっては微妙な違いを認識するのは至難のわざです。私は自分が医療ニュースを
伝える時は誤りがあってはならないとの思いから、できる限り医師の方に意見や考えをうかがうよう心掛けてい
ます。
　その時、必要な情報を正確に分かりやすく教えていただけることが何より大事だと思います。最近は情報を積
極的に提供してくださる医師が多くなっていることは、私たちにとってありがたい限りです。視聴者の関心が高
まっている医療をめぐるニュースを正確に伝えるためにも、そんな医師がさらに増えてほしいというのがニュー
スの現場で働く者の願いです。
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